
１．はじめに 
公共建築物ではカラーユニバーサルデザイン注１）（以降

CUD とする）の導入や検討が進みつつあるが、高齢者

の自宅や高齢者が生活の場で利用している建築物では、

CUD の導入が遅れている可能性がある。地域で活動す

る高齢者は、日常的に買い物や趣味の楽しみなどで身近

な建築物を利用するが、これらの建築物が高齢者の視認

性注２）に配慮されていないために、不自由や危険な経験

をしている可能性が考えられる。 
高齢者の色の識別について、石原ら１）は、色セロファ

ンを使用して加齢による視界の黄変化をシミュレーショ

ンし、高齢者の視界が日常生活にどのように影響を及ぼ

しているかを調査している。結果、色が変わって見える、

色による区別がつきにくくなるなどの観察報告を得てい

る。また、川口ら２）の高齢者を対象にした色彩弁別能力

の実態調査では、年齢層別、眼疾患有無別に分析を行い、

加齢が進行するにつれて100色相全ての色相で色彩弁別

能力が低下し、眼疾患の有無別では白内障の有無で有意 

な差がみられたことが報告されている。 
国土交通省や交通エコロジー・モビリティ財団のロー

ビジョン者や色覚障害者を対象にした調査研究・報告で

は３）～６）、公共交通機関や公共建築物の利用時に、階段

の段差やサイン案内、柱などの障害物が識別しづらい問

題が報告されており、整備課題が検討されている。また、

柳原ら７）や権ら８）により、ロービジョン者や高齢者の建

築物の見えかたに関する調査研究が行われているが、高

齢者が日常生活で利用している住宅や建物内の色彩につ

いて、どのように感じているかについての調査は十分と

はいえない。 
今後は高齢者が日常生活で利用している身近な建築物

の色彩も、高齢者の視認性に配慮した色彩を考慮するこ

とが課題であると考えられる。そこで本稿では、一般の

高齢者を対象に、１）高齢者が日常生活で利用している

建物内の色彩の見え方の認識状況を明らかにする。また、

２）高齢者に、それらの建築物の色づかいを見えやすく

改善したい意識があるかを明らかにする。 
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以 から、高齢者が住宅およ 日常生活で利用する建

物内で感じる色彩の課題について検討することを 的と

している。 

． の

大阪 A と B にお る ラ など 7 つの高

齢者の活動団 に する 65 以 の高齢者を対象に、

日常生活で利用している建物内の色彩の認識に関する

問 調査を実 した注３）。 
2017 年 6 ～7 に、 団 の 時に手 しで調査

を配 し、 または による を行った。

A の 3 団 は配 209 に対して 187（
89.5 ）、B の 4 団 は配 23 に対して 19
（ 82.6 ）であった注 ）。得られた の で調

査 の 4 分の 1 ージ以 に があるもの、視覚の状

態・色の識別状況に関する 問に があるもの、

者の年齢が 65 のものを した結果、有

は 134（有 57.8 ）である。 
な調査 は、 性、住 、視覚の状態（

の 視力、白内障・白内障以 の眼疾患の有無、色

覚 常の自覚の有無）、自宅の 関・階段の 全対 、

1 に す日常生活・自宅・ の建物内の色彩の認識 
状況と自宅・ の建物内の色づかいの改善意識であ

る。調査結果の には IBM SPSS Statistics24 を

使用した。 は分析 とに し、有意 は 5 と

した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

． 者の  
者の の内 は 性57.5 （77 ）、 性42.5

（57 ）であった。年齢は 70 （59.0 ，79 ）が

も く、 に 80 （20.9 ，28 ）、60 （18.7 ，

25 ）、90 （1.5 ，2 ）である。70 と 80
で 80 を める。 住する住宅については、一 建

て（42.5 ,57 ）、 住宅（56.7 ，76 ）、その

（0.7 ，1 ）となっており、 有 態は が 90.3
（121 ）を めた。 
調査 者の視覚の状態を 2 に す。視覚の状

態のう 、自 告での視力（ している場 は

視力）は、 眼 0.3 （5.2 ，7 ）、 眼 0.3
（2.2 ，3 ）、 眼 0.3 以 （92.5 ，124 ）

であった。 
また、分析時には 者の視覚の状態を 2 に

すように ~ の つの に分 して用いた。 
視力の分 は、WHO（ 界 機 ）では、 い

うの 視力が0.05以 0.3 をロービジョンと し

ている ）ことを 考に、 眼 0.3 およ 眼 0.3
を 視力低 、 眼 0.3 以 を 視力高 と分 し

て分析時に用いる。色覚 常の自覚については、 的

な色覚 常の自覚がある を するため、 と の

み わ など、 の色の いがわかりにくい があ

りますか という 問に対し、 ある と した を 色

覚 常の自覚あり と分 して分析時に用いる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

１

場所 質問項目

視界がぼやけるなどで、色の違いがわかりにくい

ことがある

色の違いがわかりにくいため、日常生活で不自由

を感じることがある

内玄関の段差が見えにくいために、つまずいた

り、踏み外すことがある

階段の段差が見えにくいために、つまずいたり、

踏み外しそうになることがある

今後、自宅の段差を目立つ色にして見えやすくし

たい

建物入り口などの段差が、周りの床の色と似てい

て、段差に気付かずつまずくことがある

階段全体が似たような色で、段の先が色分けさ

れていないことで、段差がわかりにくいことがある

階段がタイルや石張りで、全体に色柄の模様が

入っていることで、段差がわかりにくいことがある

歩行中に、床や路面の色が途中で変わっている

と段差があるように見えることがある

障害物 ベンチやポール・柱などの障害物の色が、まわり

の壁や建物の色と似ていて、障害物に気付かず

ぶつかりそうになることがある

手すり 手すりを使用するときに、手すりの色が壁の色と

似ていて、手すりが見えにくいことがある

表示

看板

トイレの案内や行先案内などの表示や看板が、

はっきり見えない色の組み合わせで、情報が見

えにくいことがある

身近によく利用する外出先の建物の中に使われ

ている色づかいについて、もう少し見えやすい色

に改善してほしいと思うことがある

外出先の建

築物の色彩

の認識

歩行時

の床面

日常生活の

色の認識

自宅の段差

の認識

者の の の の

者の の

内

は

色 常の 色 常の

の色の が
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に は

る は

高

内 の 内 の
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の の
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．日常生活で利用 る建 物の色彩の

１ 高齢者の の 日常生活の色の

色の見え方の認識は、色覚 常による の色の い

のわかりにくさ以 にも、加齢による視覚の変化などの

ため、色の いがわかりにくいことも考えられる。そこ

で、日常生活の色の見え方の認識状況について、 段の

生活で視界がぼや るなどで色の いがわかりにくいか

を た。その結果、 かなりわかりにくい （2.2 ）、

色によってはわかりにくい （15.7 ）、 そのような

ことはない （82.1 ）であった（ 1）。 かなりわかり

にくい 色によってはわかりにくい の を日常生活

で色の いがわかりにくいこと あり 、 そのようなこ

とはない の を なし とすると、日常生活で色の

識別が であることを自覚している高齢者は全 の

17.9%（24 ）であり、 くはない。 
この 結果と高齢者の視覚の状態分 ～ との関

性をみた結果、日常生活で色の いがわかりにくいこ

と あり の は、 白内障あり、 色覚 常の自覚

あり、 視力低 の場 に、有意に高い がみられた

（ 3）。 
また、日常生活で色の いがわかりにくいこと あり

とした 24 を 日常生活で色の識別 あり 、 なし

とした 110 を 日常生活で色の識別 なし とし、

2 の ～ の に加え、 日常生活で色の識別

と分 して分析時に用いる。 
に、視界がぼや るなどで色の いがわかりにくい

ため、日常生活で不自由を感じることがあるかを た。

その結果、 よくある （0.8 ）、 ときどきある

（11.3 ）、 と どない （44.4 ）、 まったくない

（43.6 ）であった（ 2）。よくある ときどきある

の を、色の いがわかりにくいため日常生活で不自

由を感じること あり 、 と どない まったくな

い の を なし とすると、日常生活で不自由を感

じることがある高齢者は全 の 12.0 （16 ）であっ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た。 
この 結果と、高齢者の視覚の状態分 ～ 、

の 問 の結果を分 した 日常生活で色の識別

の有無との関 性をみた結果、色の いがわかりにくい

ため日常生活で不自由を感じること あり の は、

白内障あり、 色覚 常の自覚あり、 視力低 、

日常生活で色の識別 ありの場 に有意に高い が

みられた（ 4）。 
また、 2 に す高齢者の視覚の状態分 ~ 別に

日常生活で色の いがわかりにくいこと あり と

した をみると、白内障の 状がある場 が も か

った（ 3）。しかし、白内障 でなく、 の眼の

状がある高齢者もいたことから（ 4）、日常生活で色の

識別 を自覚している高齢者の視覚の状態は であ

ると考えられる。これらから、加齢による眼疾患や日常

生活で色の識別 がある場 は、色の いがわかりに

くいため日常生活で不自由を感じることがある ことに

関 していることが された。 
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宅の の

自宅では、 み しの危険性が高い 関と階段の段差

の見えづらさについて た。自宅の内 関のたたきと

がり口の の色が たような色であるかを た結果、

ている と した者は 21.8 であった。 
また、 視界がぼや るなどで内 関の段差が見えづ

らい ことによる、つま きや み し経験の につ

いて た結果、 よくある の は 無であり、 と

きどきある も 6.9 にとどまった。 と どない は

43.5 、 まったくない が 49.6 であった。このこと

から、内 関の段差が見えづらいことによるつま きや

み し経験の は高くないことがわかる（ 5）。 
自宅の階段の段の色について、1 段 から階段が わ

るまで全て じ色か た結果注 ）、 じ色である と

した者は 88.2 であった。また、 視界がぼや る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

などで、階段段差が見えづらい ことによる階段でのつ

ま きや み し経験の について た結果は、

よくある （1.6 ）、 ときどきある （11.1 ）、

と どない （57.1 ）、 まったくない （30.2 ）であ

り、階段の段差が見えづらいことによつま きや み

し経験の が よくある 、 ときどきある と し

た は、12.7 と 関よりやや い（ 6）。 
自宅の内 関、階段でのつま きや み し経験の

が、 よくある ときどきある の をつま きや

み し経験 高 、 と どない と まった

くない の を 低 に分 した。 の分析結

果の 3 において、 日常生活で色の いがわかりにく

い との関 性がみられた高齢者の視覚の状態分

~ と、 日常生活で色の識別 の有無との関 性

をみた結果を 5 に す。つま きや み し経験 高

に する は ないものの、 白内障あり、

日常生活で色の識別 ありの場 に階段段差でのつ

ま きや み し経験が高 である が有意に高い

が見られた。 
 

Fisher の
 

高

高
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さらに、自身や の の視力の低下や白内障の進

行を考えて、自宅の段差を つ色にして見えやすくし

たいと うかを たとこ 、 す にでもそうしたい

（4.8 ）、 できれ そうしたい （54.8 ）、 あまり

と わない （40.5 ）であった。 す にでもそうし

たい できれ そうしたい の を改善意識 あり

とすると、 60 の高齢者が改善意識を っている（

7）。しかし、段差を見えやすくするための色彩 での

全の を たとこ 、その実 は、 関について

は 15.7 （ 8）、階段については 16.2 （ 9）とか

なり低かった。高齢者は、見えやすい色に改善したいと

いう いはあるものの、その対 はあまり行っていない

状況が える。 

で日常 に利用する建物内の色 による

では、高齢者が日常的に利用する建物内の色づ

かいが見えやすさに配慮されていないことによって、わ

かりにくさや危険な経験をしたかどうかを、 6 に す

行時の 4 、 障害物 1 、 手すり 1
、 ・ 1 の 7 について た。

それ れの に対し、わかりにくさや危険な経験につ

いて よくある ときどきある の を、わかりにく

さや危険な経験 あり とし、 と どない まった

くない の を なし とした。 6 に した

高齢者 の をみると、わかりにくさや危険な経験

あり の が高かった は、 行時の に関

する、 建物入口段差に か つま く （ ）、

階段の段 の色分 がなく段差がわかりにくい

（ ）、 階段全 に色 の があり段差がわかり

にくい （ ）、 や の色が で変わってい

ると段差に見える （ ）と や が見えにく

い色の み わ で 報が見えにくい （ ）であっ

た

さらに 6 から、これらの 結果と高齢者の視覚の

状態分 ~ と、 日常生活で色の識別 の有無と

の関 性をみた結果、 日常生活で色の識別 ありの

場 に、わかりにくさや危険な経験ありの が有意に

高いものが かった。 に、 色覚 常の自覚ありの場

は、 階段全 に色 の があり段差がわかりにく

い でのわかりにくさや危険な経験ありの が有

意に高かった。

7 は、高齢者の視覚の状態と の建物内の色づ

かいの改善 についてまとめている。日常的に利用す

る の建物内の色づかいについて、改善の があ

る高齢者は全 の であった。

さらに 7 から、高齢者の視覚の状態分 ~ と、

日常生活で色の識別 の有無別に改善 ありの

を見ると、 白内障ありでは 35.7 、 色覚 常の自

覚ありでは 60.0 、 視力低 では 40.0 、 日常生活

で色の識別 ありでは 58.3 であった。また、 日常

生活で色の識別 ありの場 に、身近な の建物
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1.5%

4.4%

2 .4%

30. %

58.8%

25.0%

0% 20% 40% 60%

1.段 に色つきの ー を っ

て段が目立つようにしている
10

2.踏みづ に色つきの ートを

って段がわかりやすい

ようにしている 1

3.階段の に をつけて

いる 3

4.階段の の を るくし

ている 20

5.階段に障害物になるものをを
かない 21

6.手すりや手すりに わるもの

を り付けている 40

7. に はしていない 17

色
彩

で るで る

12.7%

1.5%

1.5%

32.8%

23.1%

6.7%

8.2%

15.7%

6.7%

44.0%

0% 20% 40% 60%

1.玄関の の色を変えた

にしている 17
2.色つきの ー を って

段が目立つようにしている 2
3. を周 と

しやすい色にしている 2
4.玄関 トを いて段差の

場所をわかりやすくしている 44
5.玄関 を るい

ものにしている 31
6. の をつけて

るくしている

7.玄関に などの 物を

て かない 11
8.手すりや手すりに

わるものをつけている 21
.段差の さ の

を いている

10. に はしていない 5

色
彩

宅の 色に す

4.8%

54.8%

40.5%

0% 50% 100%

す にでもそうしたい

できれ そうしたい

あまり と思わない

住宅系研究報告会論文集 13　日本建築学会　2018.11

－ 61 －



の に使われている色づかいを見えやすい色に改善して

しい の が有意に高かった。さらに、 改善して

しい と した高齢者が、建築物の色づかいに配慮

がないために、わかりにくさや危険な経験をしている場

の内 は、 行時の ・ に関 する

において く、その は 50 ～70 であった（

8）。これらの場 は、 6 に した、高齢者

の結果の 行時の ・ に関 する

の  
 

 
の 結果でも、わかりにくさや危険な経験 あり の

の が の より高いことから、視認性に配慮

する 性が える。 

高 色 常の が 高齢者の

色の

2 の高齢者の視覚の状態分 ～ において、 眼

とも視力 0.3 以 で、かつ白内障、白内障以 の眼疾患、

色覚 常の自覚の 全てに なし と した高齢者

を 眼疾患 の自覚なし とし、 眼 は 眼とも視力

0.3 ・白内障・白内障以 の眼疾患・色覚 常の自

覚の のい れかに あり と した高齢者を 眼

疾患 の自覚あり 注６）とした。

ここでは、眼疾患 の自覚の有無別に、日常生活の色

の認識状況、自宅の 関・階段段差の見えづらさと改善
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意識、 で日常的に利用する建物内の色づかいによ

る見えづらさと改善意識の 問 で、あり または 高

と分 した の を してみた。また、眼

疾患 の自覚の有無と 結果の関 性をみるため、

Fisher の 検 を行った。

10、 11 は、日常生活にお る色の認識状況の

問 の 結果を、眼疾患 の自覚の有無別に して

いる。 段の生活で視界がぼや るなどで色の いが

わかりにくいことがある 、また 色の いがわかりにく

いため日常生活で不自由を感じることがある

は、 眼疾患 の自覚あり の場 に高い。また、この

結果と眼疾患 の自覚の有無との関 性をみた結果、

眼疾患 の自覚あり の場 は、ど らの も

が有意に高い がみられた。 
12～ 14 は、自宅の 関・階段段差の見えづらさ

と自宅の段差の色づかいの改善意識の 問 の 結

果を、眼疾患 の自覚の有無別に している。 
自宅の 関・階段段差で つま きや み すことが

ある の は、 眼疾患 の自覚あり の場

に高い（ 12、 13）。 関より階段でのつま きや

み しが い である。また、 今後自宅の段差を

つ色にして見えやすくしたい は、眼疾患 の

自覚の有無で大差が見られなかった（ 14）。 
これらの 結果と眼疾患 の自覚の有無との関 性

をみた結果、 眼疾患 の自覚あり の場 に 自宅の階

段段差が見えにくいためつま きや み すことがあ

る が有意に高い がみられた（ 13）。 
15～ 22 は、 で日常的に利用する建物内の

色づかいによる見えづらさと の建物内の色づかい

の改善意識の 問 の 結果を、眼疾患 の自覚の

有無別に している。 
これらの 問 のう 、 行時の に関 する

（ 15～ 18）と ・ に関 する （ 21）、
の建物内の色づかいの改善意識の （ 22）で

は、眼疾患 の自覚の有無で大差ない 結果となった。

また、障害物に関 する （ 19）の 眼疾患 の自

覚なし の は、 眼疾患 の自覚あり の

の であった。手すりに関 する （ 20）
の 眼疾患 の自覚なし の は、 眼疾患 の自

覚あり の の 3 分の 1 である。 
さらに、これらの 結果と眼疾患 の自覚の有無と

の関 性をみた結果、全ての で関 性はなかった。 
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． め

本調査研究の結果、以下の 見が得られた。 
１）日常生活で、色の識別に を感じ、色の識別が

であるために日常生活で不自由を感じることがある高

齢者の を した。 
２）自宅の 関・階段の段差では、段差が見えづらいこ

とによりつま きや み しそうになる の危険な経験

をしている高齢者は なかった。 60 の高齢者は自宅

の段差を見えやすい色にしたいという改善の意識を っ

ているが、色彩 での改善を行なっている高齢者はわ

かである。 
３） では、 に 行時の ・ に

関 する で、わかりにくさや危険な経験が かった。

40 の高齢者が、 の建物内の色づかいに対して

改善の を っていた。 
）自宅や の色づかいによるわかりにくさや危険

な経験は、日常生活で色の識別 がある場 との関

性がみられた。また、眼疾患 の自覚がない高齢者であ

っても、自宅や の建物内の色づかいにより、わか

りにくさや危険な経験をしていることが明らかになった。 
建物内の色づかいによるわかりにくさや危険な経験は、

高齢者が日常生活で色の識別 がある場 に関 性が

みられたことから、高齢者の色の識別 を考慮した色

彩 を 及していく があると考えられる。 
また、高齢者に対しては、段差などがわかりやすいよ

うに色を することが 全性のために との改善

意識を していくことが と考えられる。 

 
 
 
 
 
 
 
 

１） カラーユニバーサルデザイン機 が した、 の色

覚の 性に配慮し、より くの に利用しやすい配色を行った

や ・建築物、 、サービ 、 報を するという考え方。

２） で かを見た時に、対象物やその対象がもつ意味 いについて

しく 認・ できるかどうかの い。

３）本調査は 2017 年 5 に大阪教育大学の 査 の 認を

実 した。

） の団 については、 方の により、団 の 加者、

の 、 にのみ いた いた。 
）国土交通省の 高齢者、障害者 の な 動 に配慮した建築  

( 29 年 3 ) は、階段の識別性の として、階段は、  
の （段 ）とその の 分（ ）との色の明 、色相ま

たは彩 の差が大きいことにより、段を に識別できるものとする。

また、段を に識別できるものとするため、 の とその

の 分との を することが ましい。と している。 
６）視力が低いこと、眼疾患があること、 の色の見分 がつかない 
（色覚 常）ことを自覚しているか かで分析を行ったため、 眼疾患 

の自覚あり には、 日常生活で色の識別 は でいない。 
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